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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて粭

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
保
健
体
育
授
業
に
お
い
て
武
道
が
必
修
化
さ

れ
、
３
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

平
成
20
年
に
告
示
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
相
撲
は
柔
道
、

剣
道
に
並
記
さ
れ
、
重
要
な
武
道
種
目
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
に
よ
る
平
成
24
年
度

の
調
査
（
文
献
①
）
で
は
、
中
学
校
の
保
健
体
育
授
業
で
の
相
撲
の
実
施

率
は
３
％
を
い
く
ら
か
超
え
る
程
度
で
あ
り
、
柔
道
や
剣
道
に
比
べ
て
明

ら
か
に
低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
連
盟
で
は
、
中
学
校
体
育
授
業
指
導
法
研
究

委
員
会
（
以
降
、「
指
導
法
研
究
委
員
会
」
と
略
す
）
を
設
置
し
、『
中
学

校
体
育　

相
撲
指
導
の
手
引
き
』（
以
降
、『
手
引
き
』
と
略
す
）、『
中
学

校
体
育　

相
撲
指
導
の
手
引
き
―
―
安
全
管
理
・
指
導
に
つ
い
て
―
―
』（
以

降
、『
安
全
管
理
・
指
導
に
つ
い
て
』
と
略
す
）
お
よ
び
『
中
学
生
相
撲
実

技
入
門
』（
以
降
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
略
す
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
教
育
の
場

に
お
け
る
相
撲
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
種
々
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
稿
で
は
、
指
導
法
研
究
委
員
会
の
目
標
・
計
画
（P

: P
lan

）
お
よ
び

活
動
（D

: D
o

）
に
つ
い
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
同
委
員
会
の
活
動
の
点

検
、
教
育
現
場
の
現
状
の
把
握
、
課
題
の
整
理
（C

: C
heck

）
を
行
い
、

そ
れ
ら
に
基
づ
く
対
策
（A

: A
ction

）
の
私
案
を
示
す
。

　
　
中
学
校
武
道
授
業
の
現
状
と
課
題
、
そ
の
対
策
　
相
撲

桑
森　

真
介

■
シ
リ
ー
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■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
粭
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・
計
画
（
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活
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対
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（
Ａ
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と
め
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指
導
法
研
究
委
員
会
の
活
動
の
点
検

お
よ
び
教
育
現
場
の
現
状
、
課
題
（
Ｃ
）

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

　

指
導
法
研
究
委
員
会
で
は
、
相
撲
の

実
施
率
を
10
％
に
近
づ
け
る
こ
と
を
到

達
目
標
と
し
た
。
少
し
で
も
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
、
相
撲
の
授
業
を
通
し

て
、
勝
敗
を
競
い
合
う
楽
し
さ
や
相
手

に
全
力
で
ぶ
つ
か
り
力
を
出
し
切
っ
た

と
き
の
爽
快
感
・
充
実
感
を
味
わ
い
、

さ
ら
に
は
身
体
が
接
触
し
た
体
勢
で
互

い
に
全
力
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
相
手

に
対
す
る
シ
ン
パ
シ
ー
や
尊
重
す
る
気

の
普
及
員
と
し
て
、
指
導
者
講
習

会
・
研
修
会
の
講
師
お
よ
び
外
部
講

師
等
の
協
力
者
を
配
置
。

１ ２ ３ ４ ５ ６目
標
・
計
画
（
Ｐ
）

活
動
（
Ｄ
）

対
策
（
Ａ
）

ま
と
め

７ ８○
○
○
○
○
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○
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○
○
○
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教
本
ｐ
00
〜
）

指
導
法
研
究
委
員
会
の
活
動
の
点
検

お
よ
び
教
育
現
場
の
現
状
、
課
題
（
Ｃ
）

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

⑴
『
手
引
き
』
ほ
か
教
材
の
作
成

　

日
本
相
撲
連
盟
で
は
、
平
成
22
年
に

指
導
法
研
究
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平

成
23
年
に
は
同
委
員
会
の
下
で
『
手
引

き
』
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
発
行
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
１
・
２
年

の
体
育
で
武
道
が
必
修
化
さ
れ
た
。

　

指
導
法
研
究
委
員
会
で
は
、
平
成
25

年
に
、『
手
引
き
』
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
改
訂

す
る
と
と
も
に
、『
手
引
き
』
の
付
属

冊
子
と
し
て
『
安
全
管
理
・
指
導
に
つ

い
て
』
を
発
行
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
①

ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
安
全
に
、
授
業

が
で
き
る
、
②
生
徒
が
楽
し
さ
や
喜
び

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
、
③
学
習
指

導
要
領
に
準
拠
す
る
、
の
３
点
を
基
本

方
針
と
し
た
。
ま
た
、『
手
引
き
』で
は
、

・
土
俵
が
な
く
て
も
体
育
館
フ
ロ
ア
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
柔
道
場
な
ど
を
利
用

し
て
で
き
る
と
い
う
施
設
面
で
の
特

性
・
裸
で
ま
わ
し
を
締
め
な
く
て
も
、
体

育
着
の
上
か
ら
簡
易
ま
わ
し
、
相
撲

パ
ン
ツ
、
柔
道
の
帯
な
ど
を
装
着
し

て
で
き
る
と
い
う
用
具
面
で
の
特
性

・
ル
ー
ル
が
簡
明
で
安
全
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
初
歩
的
段
階
で
あ
っ
て
も

生
徒
が
審
判
を
し
て
簡
易
的
な
試
合

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
遊
戯
性

を
、
教
材
と
し
て
の
相
撲
の
魅
力
と
し

て
挙
げ
た
。

⑵
広
報
活
動

　

指
導
法
研
究
委
員
会
で
は
、『
手
引

き
』、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
お
よ
び
『
安
全
管
理
・

指
導
に
つ
い
て
』
を
無
料
配
布
す
る
と

と
も
に
、
日
本
相
撲
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

http://w
w

w
.nihonsum

o-renm
ei.jp/

tebiki/index.htm
l

で
、
す
べ
て
閲
覧
・
印
刷
、
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
教
材
の
内
容
を
紹

介
す
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
図

１
）
を
作
成
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
、
指
導
法
研
究
委
員
会
の
委
員
が
、

持
ち
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
体
感
し

て
ほ
し
い
と
考
え
た
。

　

上
記
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

以
下
の
計
画
を
立
て
た
。

①
中
学
校
保
健
体
育
で
相
撲
を
指
導
す

る
際
の
よ
す
が

0

0

0

と
な
る
指
導
書
『
手

引
き
』
お
よ
び
付
属
動
画
教
材
を
作

成
。

②
作
成
し
た
『
手
引
き
』
そ
の
他
の
教

材
を
、
教
育
現
場
の
先
生
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
を
展

開
。

③
講
習
会
・
研
修
会
を
開
催
。
講
師
を

派
遣
。

④
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
、
相
撲
教
育

公
益
財
団
法
人
日
本
相
撲
連
盟　
　
　
　
　
　

中
学
校
体
育
授
業
指
導
法
研
究
委
員
会　

座
長

図１　リーフレット
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国
民
体
育
大
会
相
撲
競
技
会
や
全
国
中

学
校
相
撲
選
手
権
大
会
等
の
監
督
者
会

議
に
出
向
い
て
配
布
し
、
中
学
校
の
保

健
体
育
科
に
お
け
る
武
道
の
必
修
化
に

つ
い
て
説
明
し
、
関
係
者
に
理
解
と
協

力
を
仰
い
だ
。

⑶
講
習
会
・
研
修
会
の
開
催
お
よ
び
講

師
派
遣

　

日
本
相
撲
連
盟
は
、
例
年
２
月
に
文

部
科
学
省
と
の
共
催
で
「
学
校
相
撲
実

技
指
導
者
講
習
会
」
を
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
26
年
９
月
に
は
日
本

武
道
館
と
の
共
催
で
「
第
１
回
全
国
相

撲
指
導
者
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
こ

れ
ら
の
講
習
会
・
研
修
会
で
は
、
指
導

法
研
究
委
員
会
の
委
員
が
中
心
と
な

り
、
講
義
・
実
技
を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
各
都
道
府
県
で
の
武
道
必

修
化
対
応
の
相
撲
指
導
者
講
習
会
・
研

修
会
に
お
い
て
、
講
師
派
遣
依
頼
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
指
導
法
研
究
委
員
会

委
員
が
出
向
き
、
講
義
・
実
技
を
実
施

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
高
知
県
、
福
岡

県
、
徳
島
県
、
島
根
県
、
三
重
県
な
ど

か
ら
要
請
が
あ
り
、講
師
を
派
遣
し
た
。

が
あ
る
。
④
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の

協
力
者
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
い
か
に

し
て
具
体
的
に
進
め
て
い
く
か
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
他
、
指
導
法
研
究
委
員
会
で
提

示
さ
れ
た
、『
手
引
き
』
等
の
教
材
や

講
習
会
・
研
修
会
等
の
質
向
上
に
関
連

す
る
課
題
を
以
下
に
示
す
。

①
「
子
ど
も
に
相
撲
を
教
え
る
」
の
で

は
な
く
、「
子
ど
も
が
武
道
か
ら
学

ぶ
」
と
い
う
視
点
が
重
要

・
武
道
が
社
会
的
に
期
待
さ
れ
て
お

り
、
武
道
種
目
に
共
通
す
る
も
の
は

何
か
？

・
武
道
の
礼
は
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
の
礼

と
ど
こ
が
違
う
か
？

・
武
道
に
共
通
す
る
運
動
は
あ
る
か
？

②
授
業
で
の
「
楽
し
さ
・
喜
び
を
味
わ

う
」こ
と
と「
相
手
を
尊
重
す
る
心
」

の
兼
ね
合
い

・
試
合
で
勝
っ
た
と
き
の
素
直
な
喜
び

の
表
現
と
武
道
の
残
心

③
相
撲
は
そ
も
そ
も
武
道
と
い
え
る

か
？　

そ
の
説
明
は
？

・
武
道
の
定
義
（
日
本
武
道
館
の
定
義

ほ
か
）
か
ら
の
検
討
が
必
要

⑶
研
修
会
・
講
習
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果

　

こ
こ
で
は
、
第
１
回
全
国
相
撲
指
導

者
研
修
会
で
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
（
文
献
②
）
を
基
に
報
告
す
る
。

　

参
加
者
55
名
中
53
名
（
う
ち
、
女
性

４
名
）
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。
こ
の

う
ち
、
教
職
員
は
55
％
（
29
名
）
で
あ

り
、
そ
れ
以
外
は
外
部
指
導
者
、
地
域

ク
ラ
ブ
の
指
導
者
ほ
か
で
あ
っ
た
。

　

図
２
に
示
す
よ
う
に
、
教
職
員
の
中

で
、
授
業
で
相
撲
を
取
り
入
れ
て
い

る
、
あ
る
い
は
取
り
入
れ
る
予
定
が
あ

る
と
回
答
し
た
の
は
34
％
（
10
名
）
で

あ
っ
た
。

　

本
研
修
会
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化

に
対
応
し
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
中

学
校
体
育
授
業
で
相
撲
を
取
り
入
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
そ
の
予
定
が
あ
る
と

い
う
教
職
員
等
の
教
育
関
係
者
の
参
加

を
期
待
し
た
。
し
か
し
、
教
職
員
の
人

数
は
29
名
と
少
な
く
、
全
体
の
参
加
者

は
、
本
研
修
会
計
画
当
初
に
目
標
と
し

た
80
名
に
及
ば
ず
、
結
果
と
し
て
55
名

に
留と
ど

ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
相
撲
を
授
業

で
取
り
入
れ
て
い
る
（
ま
た
は
予
定
が

あ
る
）
と
回
答
し
た
の
は
10
名
（
34

％
）
し
か
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ

と
は
、
中
学
校
体
育
授
業
で
の
相
撲
の

実
施
率
が
低
く
、
教
育
関
係
者
の
間
で

相
撲
の
教
材
と
し
て
の
魅
力
が
十
分
に

認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
反
映
し
て

い
る
も
の
と
推
察
で
き
る
。

　

図
３
に
示
す
よ
う
に
、
相
撲
の
競
技

経
験
が
な
い
と
回
答
し
た
割
合
は
30
％

（
16
名
）
で
あ
り
、
そ
の
他
は
競
技
経

験
者
で
あ
っ
た
。
指
導
経
験
が
あ
る
と

答
え
た
77
％
の
う
ち
、
授
業
で
指
導
経

験
が
あ
る
と
い
う
の
は
13
％
（
８
名
）

に
留
ま
り
、
部
活
動
お
よ
び
地
域
の
ク

１ ２ ３ ４ ５ ６目
標
・
計
画
（
Ｐ
）

活
動
（
Ｄ
）

対
策
（
Ａ
）

ま
と
め
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○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

指
導
法
研
究
委
員
会
の
活
動
の
点
検

お
よ
び
教
育
現
場
の
現
状
、
課
題
（
Ｃ
）

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

⑴
実
施
率

　

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館
は
、
平

成
23
年
度
お
よ
び
平
成
24
年
度
に
、
各

都
道
府
県
お
よ
び
政
令
指
定
都
市
の
教

育
委
員
会
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
公
表
し
て
い
る
（
文
献

①
）。
武
道
必
修
化
が
実
施
さ
れ
た
平

成
24
年
度
で
は
、
全
中
学
校
の
中
で
の

相
撲
の
実
施
率
は
、
武
道
９
種
目
の
う

ち
、
柔
道
、
剣
道
に
次
い
で
３
番
目
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
実
施

率
は
３
・
４
％
と
い
う
よ
う
に
、
柔
道

の
60
％
超
、
剣
道
の
30
％
超
に
比
べ
、

明
ら
か
に
低
い
値
で
あ
っ
た
。

　

指
導
法
研
究
委
員
会
で
は
、
実
施
率

を
こ
こ
数
年
の
間
に
10
％
に
近
づ
け
る

こ
と
を
到
達
目
標
と
し
て
い
る
が
、
現

状
の
ま
ま
で
は
達
成
が
困
難
と
い
え

る
。
実
施
率
を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
る
た

め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
詳
細
に

検
討
し
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
実
績
を
基

に
し
つ
つ
も
、
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

⑵
目
標
達
成
の
た
め
の
計
画

　

四
つ
の
計
画
に
つ
い
て
、
５
段
階
で

評
価
し
た
。
以
下
に
そ
の
結
果
を
示

す
。

①
指
導
書
『
手
引
き
』
お
よ
び
付
属
動

画
教
材
を
作
成

　

５
：
十
分
に
実
行
で
き
た

②
広
報
活
動
の
展
開

　

４
：
あ
る
程
度
実
行
で
き
た

③
講
習
会
・
研
修
会
の
開
催
と
講
師
の

派
遣

　

４
：
あ
る
程
度
実
行
で
き
た

④
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
協
力
者
を
配

置

　

２
：
あ
ま
り
実
行
で
き
な
か
っ
た

　

上
記
の
よ
う
に
、
計
画
の
①
～
③
に

つ
い
て
は
、
十
分
と
い
え
な
い
ま
で

も
、
満
足
し
得
る
活
動
が
で
き
た
と
い

え
る
。
し
か
し
、
実
施
率
の
現
状
を
見

る
と
、
女
子
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
で
き
る

か
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
相
撲

の
魅
力
を
い
か
に
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る

か
、
各
都
道
府
県
で
講
習
会
・
研
究
会

や
研
究
授
業
等
の
開
催
を
ど
の
よ
う
に

し
て
増
や
す
か
、
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
し
、
実
施
率
上
昇
に

向
け
た
積
極
的
な
方
策
を
講
じ
る
必
要

中学校相撲授業指導法研究委員会
左から、桑森真介座長（筆者）、満留久摩先生、安藤均先生、
松浦麻乃先生。その他、安井和男先生、堀内弥先生、村田安啓
先生、事務局・吉村登さん

第１回全国相撲指導者研修会　講師は満留久摩先生

ある
70％

ない
30％

ある
70％

ない
30％

はい
34％

いいえ
66％

はい
34％

いいえ
66％

図２　授業への導入

図３　競技経験の有無
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ま
た
、「
転
ん
だ
り
、
ぶ
つ
か
っ
た
り 

し
て
痛
い
」「
裸
で
ま
わ
し
を
締
め
る
こ 

と
が
恥
ず
か
し
い
」「
体
格
の
大
き
い
者 

が
有
利
」
な
ど
の
生
徒
が
嫌
が
る
こ
と

を
極
力
排
除
す
る
工
夫
が
必
要
で
あ

り
、
相
撲
の
中
核
的
な
技
能
を
外
さ
な

い
範
囲
で
、
従
来
の
競
技
相
撲
の
概
念

を
崩
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
述
べ
て

い
る
。

②
山
梨
県
忍
野
村
立
忍
野
中
学
校
（
担

当
：
入
倉
裕
司
先
生
・
廣
瀬
理
奈
先

生
）

　

安
全
に
楽
し
く
行
う
相
撲
の
授
業
を

目
指
し
、
段
階
に
応
じ
た
工
夫
を
行
っ

て
い
る
。
担
当
の
先
生
は
、
試
行
錯
誤

し
、
常
に
授
業
内
容
を
改
善
し
て
い
く

と
い
う
積
極
的
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

該
当
中
学
校
で
は
、
以
下
の
よ
う
な

工
夫
を
試
み
て
い
る
。

・
初
期
段
階
で
、
相
撲
ゲ
ー
ム
等
の
遊

び
の
中
で
転
が
る
練
習
を
し
て
、
受

け
身
を
修
得
さ
せ
る
。

・
発
展
段
階
で
、
受
け
る
側
に
回
り
込

む
こ
と
を
指
導
し
、
押
す
側
に
は
相

手
の
動
き
に
応
じ
な
が
ら
押
す
こ
と

を
修
得
さ
せ
る
。

・
発
展
段
階
の
試
合
で
、「
巻
き
返
し
」

な
ど
の
前
さ
ば
き
を
活
用
し
、
生
徒

の
関
心
・
意
欲
を
高
め
る
。

　

担
当
の
先
生
は
、
課
題
と
し
て
、
発

展
段
階
で
ど
の
よ
う
に
授
業
を
展
開
す

れ
ば
、
立
ち
合
い
か
ら
当
た
り
合
う
相

撲
を
安
全
に
楽
し
く
行
う
こ
と
が
で
き

る
か
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。

③
神
奈
川
県
鎌
倉
女
学
院
中
学
校
（
特

別
講
師
：
松
浦
麻
乃
先
生
）

　

鎌
倉
女
学
院
中
学
校
で
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
、
指
導
法
研
究
委
員
会
の
委

員
の
一
人
で
あ
る
松
浦
麻
乃
先
生
が
外

部
指
導
員
と
し
て
出
向
き
、
集
中
形
式

（
２
日
間
）
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
徒
は
相
撲
に
つ
い
て
、
授
業
前

は
、「
体
の
大
き
い
男
性
の
ス
ポ
ー
ツ
」

「
痛
そ
う
・
難
し
そ
う
・
や
り
た
く
な

い
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
が
、

授
業
を
受
け
た
後
は
、「
女
子
で
も
楽

し
く
で
き
る
」「
大
き
く
な
く
て
も
勝

て
る
」「
勝
負
の
後
、
達
成
感
や
爽
快

感
が
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
変
わ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
該
中
学
校
の
担
当
で
な
い

先
生
か
ら
は
、
初
め
は
相
撲
と
聞
い
て

驚
い
た
が
実
際
に
授
業
を
見
て
イ
メ
ー

ジ
が
変
わ
っ
た
、
生
徒
が
と
て
も
楽
し

そ
う
、
相
撲
は
女
性
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
感
じ
た
、
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

さ
ら
に
は
、
担
当
の
先
生
か
ら
、
相
撲

は
身
体
感
覚
・
接
触
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
上
で
も
優
れ
て
い
る
、

相
撲
を
や
っ
て
良
か
っ
た
、
と
い
っ
た

意
見
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
外
部
講
師
は
直
接

評
価
を
し
な
い
が
、
評
価
の
要
点
等
に

ラ
ブ
で
の
指
導
経
験
が
あ
る
と
い
う
割

合
は
75
％
に
上
っ
た
。

『
手
引
き
』
で
は
、「
だ
れ
で
も
授
業

が
で
き
る
」（
競
技
経
験
が
な
く
て
も

指
導
が
で
き
る
）
と
し
て
い
る
が
、
参

加
者
の
中
で
競
技
経
験
が
な
い
の
は
３

割
程
度
で
あ
り
、
経
験
の
な
い
人
が
相

撲
の
指
導
に
対
し
て
敷
居
が
高
い
と
感

じ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

自
由
記
述
で
挙
げ
ら
れ
た
相
撲
授
業

の
課
題
の
中
で
は
、
女
子
生
徒
の
抵
抗

感
を
取
り
除
く
方
策
や
女
子
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
作
成
、
あ
る
い
は
特
別
支
援
学
校
で

の
指
導
法
の
確
立
な
ど
が
特
筆
さ
れ

る
。

⑷
授
業
実
践
例

　

こ
こ
で
は
、
第
１
回
全
国
相
撲
指
導

者
研
修
会
で
の
上
村
裕
一
先
生
（
文
献

③
）
お
よ
び
入
倉
裕
司
先
生
・
廣
瀬
理

奈
先
生
（
文
献
④
）
の
実
践
例
報
告
、

指
導
法
研
究
委
員
会
で
の
松
浦
麻
乃
先

生
（
委
員
）
の
外
部
講
師
と
し
て
の
実

践
例
報
告
（
未
公
表
資
料
）
を
基
に
し

て
、
教
育
現
場
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
述
べ
る
。

①
長
野
県
木
曽
町
立
福
島
中
学
校
（
担

当
：
上
村
裕
一
先
生
）

　

担
当
の
先
生
は
、
相
撲
は
誰
も
が
手

軽
に
で
き
る
運
動
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
学
校
体
育
で
取
り
上
げ
ら
れ
る

こ
と
は
少
な
く
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

相
撲
を
専
門
と
す
る
保
健
体
育
教
諭
が

極
め
て
少
な
く
、
中
学
・
高
校
・
大
学

で
相
撲
の
授
業
が
な
か
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
今
後
の
課

題
と
し
て
、
相
撲
が
専
門
で
な
い
教
員

で
も
指
導
が
で
き
そ
う
と
感
じ
る
授
業

を
展
開
し
、
研
究
授
業
等
で
そ
れ
を
広

く
紹
介
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
挙
げ
て

い
る
。

忍野中学校での相撲の授業　グラウンドで押しの練習

福島中学校での相撲の授業　マット土俵で女子の試合

鎌倉女学院中学校での相撲の授業
体育館フロアーで運動靴を履いて、しこの練習

つ
い
て
担
当
教
員
と
よ
り
詳
細
な
打
合

せ
を
行
い
、
何
が
評
価
さ
れ
る
の
か
を

十
分
に
把
握
し
た
上
で
指
導
す
る
必
要

が
あ
る
、と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。

１ ２ ３ ４ ５ ６目
標
・
計
画
（
Ｐ
）

活
動
（
Ｄ
）

対
策
（
Ａ
）

ま
と
め

７ ８○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

９○
○
○
○
○
○

10○
○
○
○
○
○

（
教
本
ｐ
00
〜
）

指
導
法
研
究
委
員
会
の
活
動
の
点
検

お
よ
び
教
育
現
場
の
現
状
、
課
題
（
Ｃ
）

今
後
の
外
部
指
導
員

の
活
用
に
つ
い
て

　

現
状
の
点
検
と
課
題
を
踏
ま
え
、
次

に
筆
者
の
考
え
る
対
策
を
示
す
。
今

後
、
指
導
法
研
究
委
員
会
で
、
こ
れ
ら

を
参
考
と
し
て
、
具
体
的
な
活
動
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
る
。

①
実
施
率
が
低
い
都
道
府
県
の
現
状
を

把
握
し
た
上
で
、
教
育
関
係
者
と
の

意
見
交
換
の
場
を
積
極
的
に
設
け
、

各
地
域
・
都
道
府
県
で
の
講
習
会
・

研
修
会
や
研
究
授
業
の
開
催
数
増
加

に
向
け
て
、積
極
的
に
働
き
か
け
る
。

②
都
道
府
県
相
撲
連
盟
と
連
絡
を
取
り

つ
つ
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
協
力

者
を
配
置
し
、
協
力
者
を
通
し
て
、

相
撲
授
業
に
関
す
る
情
報
収
集
お
よ

び
相
撲
授
業
の
実
施
や
講
習
会
・
研

修
会
等
の
開
催
に
向
け
た
積
極
的
な

働
き
か
け
を
行
う
。

③
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
基
礎
と
し
て
、

『
手
引
き
』
等
の
教
材
や
講
習
会
・

研
修
会
等
の
質
向
上
を
図
る
。

④
講
習
会
・
研
修
会
等
の
参
加
者
確
保

の
た
め
の
よ
り
積
極
的
な
具
体
的
対

策
を
講
じ
る
。
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